
壱岐の屋号 ･門名

- 勝本町立石西触 ･百合畑蝕と

湯本浦 ･湯浦の家称語桑の比較

(壱岐島)勝本町の立石西触,百合畑

海と小う2つの蝕と絵本浦.湯浦という2つの浦の家

奉行粟について(1)整理分類し,命名の観点から比較す
溶きさらに(2)生活環境の相違点 ･共通点と家称陪乗と

顛どのように関連するかを考察する｡家称語の命名法･
の観点の選択は,それぞれの地域社会の生活環境
く規定されていると考えられる｡
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轟..I:めに一浦と在ではいかに生活環境が異なるか一

く1〉撃牧島は,平戸洋の治下で ｢壱岐八ヶ浦

｣といわれく2〉敵うの清 くウラ)と24の在 (ザ

イ)にわかれており,発の区分が裁然としてい

た｡浦は漁業 ･海産物加商業 ･廻船黄

,在は虚業というように区分きく3〉り変更はできなかったという｡在の住民には漁 杉 村

孝 夫黄 ･商業は禁止されていたが,耕地は一定

の面積が割与えられていた｡住民の配置は図2･3

･4にみられるように,図4の湯本浦 ･鴇浦では密畢

しているのに対して,図2･3の立石西触 ･百合

畑蝕では散在している｡浦の住居は,入江の奥まった

ところのわずかな平地から丘陵地帯にかかるところにい

く筋かの通りに添って軒を並べているのに対して,在

の住居は.丘陵I地帯の斜面や谷.小平地に点々と散

らばって存している｡在では,旧藩時代,田畑の地割

制度があったために,各戸に割与えられる臼畑と,良い条件の

セドノヤマと呼ばれる背後の山および永代利用の許さ

れるマエ-タと呼ばれる畑を求めて山地 ･原野を切り

開いてい(5)った結果,次第に住居が分散してき

た｡在で家を指し示す語が,屋敷の名の意味の ｢カド

ナ｣であるのは,各戸がセドヤマとマエ-タをしたが

え,潤沢な宅地を有しているためであろう｡一方,浦

には,漁黄の他,海産物を主とする加工業.問屋,廻

船黄などが集まっている｡浦で家を指し示す語が,商

家の称号の意味の｢ヤゴー｣であるのは.

商家につけられた屋号が家称哲の主流を占めるた

めであろう｡浦は,周辺の在をも含んだ経済圏の中心

地となっている｡1. 家称帝嚢一家私君象と比

どんなものか一家称語桑とは.人称語桑,親族欝桑

,人名語桑などを隣接意味分野とする語桑の部分体系

のひとつであり.親族 ･近隣 ･知人などの家および自

家を指し示す場合に用いる語の集まりである｡その個

々のものを家称語という｡屋号または門名は,家称語桑の部分

を占める伝統的形式である｡家称欝桑はある地域社会の

すべての家について,それらの家を指し示す語の稔休

である(6)が,その中に

は,屋号 ･Fl名が家称語となっているものもあり,そ

の他の形式,人名や相対名詞などが家称欝となってい

るものもある｡家称語の機能は,家の弁別,認鼓の仕方の表現r
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る場合は.それぞれの家をどう認識している (してき

た)かを表わしているのである｡

なお,家称陪乗が語桑の部分体系であるとはいって

ち,音素の体系やアクセントの体系のような固い体系

性があるわけではない｡その点,人名陪乗などと似て
く7〉
いる｡

2. 明宝一調査年月,資料提供者など-

臨地調査は1980年 2月と1982年10月におこなった｡

80年の調査では,湯本浦 ･湯浦の家称語桑を町田春名

氏より得た｡町田氏は表3の44家.昭和5年生まれ

漁業である｡立石西蝕の家称語桑は長谷進一氏より得

た｡長谷氏は表1の17家,大正6年生まれ,漁業であ

るが.公民館長なども勤め.湯本浦,立石酉蝕の事情

に詳しい｡首合畑蝕の家称陪粟は森山恭次氏より得た｡

森山氏は表2の3家,明治39年生まれ,もと農林省食

物検査官｡家は農業である｡資料についてもう少し細

かな事情を記しておこう｡町田氏は,勝本浦の出身で,

現在の地に住んでから10年程であり,年も苦いが,湯

本浦出身の婁和子氏が同席して助言をした｡また,長

谷氏は,小学校の頃までは湯本浦に住んでいたし.級

戚は湯本浦にある｡湯本浦については,長谷氏からも

資料を得た｡それは表3に く 〉で示してある｡森山

氏は民俗.歴史の研究家であり,Fl名や苗字 ･地名の

由来などについて詳しく開くことができた｡82年の確

認 ･補充調査では,同じ百合畑蝕についての資料にか

表5

家称語の命名法
絶対 的命名法

相対 的命名法
基準 点滞在 型

基準 点明示 型

まず,絶対的命名法と相対的命名法に分かれる｡絶

対的命名法とは,家に関する種々の特徴(位置 ･環境)

や地名 ･人名などからの命名により家を指し示す方法

である｡これは命名の観点によりさらに下位分頬きれ

る (表6参照)｡相対的命名法 とは.他のものとの相
対的関係により,家を指し示す方法である｡相対的関

係により家を指し示すか否かは,家称語の構成要素と

して相対網を用いるか否かにより区別される｡従って,

全体としては相対的命名法になるが,その部分だけを

みると絶対的命名法をとっているというものもある｡

例えば,｢スギノモト｣は,｢スギ｣の部分は杉の木を

命名の観点として絶対的に命名 しているが,｢スギノ

モト｣全体では ｢スギ｣を基準点としてその ｢モト｣

なり修正があったか,表 2では2回の調査で得られた

資料を区別して記入した｡82年の調査では,その他,

立石西f削ま再び一部を長谷氏に確認 ･補充し,新たに

全面的に殿川熊太氏より資料を得た｡殿川氏は表 1の

25家,明治34年生まれ,元教員である｡湯本浦は一部

を長谷氏 ･森山氏に確認した｡

3. 資料一乗1-4の見方-

表1-4の第 1列には各戸に番号を付し,苗字と

(戸主の名前のわかるものは)名前を記した｡第2列

削二は,話者が屋号またはPl名と認めている形式を記

した｡〔 〕内の漢字は意味を表わす｡弗3列には,

その由来など話者の説明を記し,さらに第4列に,そ

の家を指 し示す場合どのように言うかを.｢-の家に

行 く｣,｢-の家にある｣などの文晩で ｢～の家｣にあ

たる形式を記した｡第2列目と第4列の形式をあわせ

たものが各戸の家称房割こなる｡第2列目と第4列の形

式が異なる例がみられる｡どちらも家称語桑の成分で
く8〉

ある｡以前報告したものでは,第2列目と第4列の別

が暖味であったが,屋号 ･門名と家称語との関係はこ

れで明瞭になったと思う｡

4. 分類一束称暦を命名法の視点から分類する一

家称語を命名法という視点から分類すると,表5の

ようになる｡

基準 点外在頬

基準 点分割頬

く9〉
というように相対的に命名している｡｢スギ｣ととらえ

ている点は絶対的命名法に位置づけられるし,｢-ノ

モト｣ととらえている点は相対的命名法に位置づけら

れる (表6く注2〉参照)｡相対的命名法は相対的関係

の基準の有無により,基準点滞在型と基準点明示型に

分かれる｡基準点滞在型とは,相対的関係の基準点は

明示されていないが.話し手 く命名者)には何らかの

基準点が潜在しており,それとの相対的関係を示すも

のである (表6参照)｡基準点明示型 とは,相対的関
係の基準点を明示し,それとの相対的関係を示すもの

である｡これはさらに,対象の家が基準点の外にある

か内にあるかにより基準点外在類と基準点分割頬に分

かれる｡基準点外在頬とは,基準点が対象の家の外側
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J~Y-I--I.I-i;あLるものである｡基準点によI)さらに下位分類され

:-I.もイ襲6参照)｡基準点分割頬とは,基準点が分割さ

:れて対象の家が指し示されるものである｡基準点によ

∴り′さらに下位分頬される (表6参照)｡家称給を命名

嶺 という視点から分頬していく場合. ㈱ 家称語が話

~十着によってどのように説明されているか,という点と.

跡濠称語を分析して構成要素の哲的意味がどうであ

る九 という点をあわせておこなった｡仏)は主体的立

濾.二言語使用者の立場であり.03)は観察的立軌 すな
く10〉

,=･btち言語観察者の立場である｡どうしても意味不明の

.もめは表6からは除いてある｡

二㌔以下,表6のそれぞれの命名の観点には,具休的に

-'-をんな家称語が有するかをみていくことにする｡

盤まず,相対的命名法のうち基準点滞在型では,(1体

豪●子分家関係に注目し,本家を基準点とLt=rシンナJ,

珪ジンタク｣,反対に分家を基準点とした ｢ホンケ｣,
く11〉

'Fオモヤ (サン)｣などがある｡これらは本家 ･分家関

轟をあらわす相対詞であり,本来 rXはYのホンケ｣

をか rYはXのシンタク｣のように基準点を示してはi}
むめて意味が明示されるものである｡ところが.基準

襲七なる家がどの家であるかは.話し手と聞き手とに

装着する (地域社会の成月に共存する)｢対象となる

鼓との親族関係についての知識｣に属するものであっ
l
乳 ･:言語形式上はもちろん.言語的文脈にも明示きれ

潜在している

㍗-'次に,基準点明示型の外在類には(1)rユ｣を基準点f

JiEtjその ｢マエ｣や(2)その ｢サキ｣とあらわしたも

凄纏 どがある｡(1)｢ユノマエ｣(14家)は ｢ユ〔場本浦

も七もと自然に沸き出ていた温泉,キューユく古〉･
lL.
ラヤマリョカン く新〉(13家)〕｣の｢マエ〔海側に隣

斬 る〕｣という意味である｡｢ユ｣という基準点が明

赤香れており.それとの相対的位置関係が相対洞 ｢マ

llで示されている

｣

割類には(1)｢ミネゴ-｣を ｢インキョ｣と ｢ホン

に分割したものや,｢ユザキ｣を(2)｢シタ｣,(4)｢サL}
釦と分割したものなどがある｡｢ミネゴーノインキ

茸;:T･ミネゴ-ノホンケ｣は ｢ミネゴー｣という門名

塵準点とし,本家 ･隠居関係により分割しており,

準息 分割の観点が共に明示されている｡

対的命名法では,種々の型 ･観点が4つの地域社

転身放しており,きわだった地域差は認められない｡

伝,絶対的命名法のうち,特徴的な観点について

百､く∧

(i),I(3日 5)の職英名･商店 (旅館)名については次

軸 しく検討する｡

(2)命名時の役職名では百合畑蝕に,今はなくなった

が ｢ショーヤヤシキ｣という家称賢の家があった｡そ

の名の通り庄屋であった家である｡浦には浦庄屋があ

ったが,絵本浦ではその家は今でも ｢ショーヤ｣と呼

ばれている｡

(4)持舟の名前は鴇本浦 ･湯浦にのみ存する｡ただし

漁師仲間においてのみ (漁師の陸上生活においても)

用いられるものである｡44家に対して用いられるゴジ

ューゴー (50号)は無線番号であり,他の漁船の持主

の家についても同様の呼び名がある｡これはまさに無

線で交信する漁黄関係者にしかわからないものである｡

ゴジューゴーン トコリー イタチクル (50号の所に

行ってくる｡)のように用いる｡

(6)建造物では,立石西蝕の ｢フナザ｣は造船所の意

である｡｢(マ トンバ)｣は伊志呂城の弓の練習所があ
った近くの家の家称語である｡揚本浦の ｢フグバ｣は

.告知板のある場所である｡四つ辻 (図4参照)に札場
く12〉

があったのでその近くの家の家称欝となっている｡

(7)屋敷は百合畑角如このみ有する｡｢ウシロヤジ｣は

後ろの屋敷,｢トリノスヤシキ｣は岳山の上にある屋

敬.｢イワナンかヤシキ｣は岩永という苗字の屋敷.令

はなくなったが ｢コヤシキ｣という家もあった｡｢シ

ョーヤヤシキ｣も屋敷を命名の観点としたものである｡

(9)から(17は での観点は.大部分が立石西 ･百合畑蝕

に存する｡(9)畑では,位置 (ナカバツケ)や形状 (ヒ

ラバツケ)の特徴をとらえた命名.(10)田でも,位置 (タ

カタ),形状(シタ三三.ホリタ)や用途 (シトンギグ,

ソーンデ)などの特徴をとらえた命名がおこなわれて

いる｡(11休 では,いずれも特徴的樹木に着目して命名

している｡(12)山は,家が山の中腹などにある場合.そ

の山の名を家称語としたものである｡(13)川 (泉)のミ

ネゴーは,近くにある,軟水の出る沸き水である｡こ

の水は,水道のない時代鳴本浦からも汲みに来ていた

という｡庄屋の屋敷井戸をショーヤゴーという｡｢～

ゴー｣は井戸の意であるが,ミネゴーの場合はミネ

(峰)にある ｢自然井戸｣ととらえられたものである｡

マノ七は(14)暗礁の名と考えたが,海面に露出する岩の
名であるかもしれない｡あるいは,家の位置からして

畑などの形状かもしれない｡二人の話者からは確実な

解釈は得られていない｡立石西蝕のフルヤザキなどは

家の近くの崎の名前である｡はじめ,フルヤザキは｢触

屋先｣,タサキは ｢田先｣,マッサキは暗礁名との解釈

を得たが,地形なども考慮して確認した結果いずれも

崎の名であることがわかった｡立石西蝕の(14),(15)と(16)

のシワキズは海岸に関する地形 ･地名である｡一方,

- 83-



711-･音
量･京
終lJ

TY▼

百合畑蝕の㈹.(川は山地 ･道などに関する地形 ･地名

である｡

(18)から位0までは人名関係の語を家称語の命名の観点

とするものである｡(19M同人名では,立石西 ･百合畑蝕

は各々一例ずつしかないが,湯本浦には,のベ13例も

あり,しかも(a)苗字+個人名の省略形,(bl)個人名十

か十トコ,(b2)個人名+カタ,(b3)個人名という4つ

ものタイプがある｡注目すべき点である｡鴇浦も,事

情は湯本浦に類似している｡伽)首字で呼ばれる家は蝕

では一般に新しいといえるが.立石西蝕のイマニシ(14

家),百合畑蝕のウラサマーウラサン (6家)などは,

古い家だがFl名がなく.古くから苗字を家称語として

用いており,例外的存在である｡蝕においては,苗字

が用いられていることが,武家であったなど,Fl名の

ある家々とは異なる家であることの標識となっている｡

表 7 商業関係の豪称雷の都合

5. 轟称帯の比較および生活環境との関連一束称

雷の命名法を比載し,生活環境との関連をみる-

5.1 生産形態による命名

湯本浦には(3)現在の職業名が8家,(5)商店 (旅館)

名に関する家称語が11家に対して用いられている｡そ

のうち,旅館名,マッサージ藁の多いところには,温

泉地としての特赦がよくあらわれている｡また,商店

名はいずれも飲食店であり,これも温泉地を特徴づけ

るものである｡さらに(8)揚そのものを命名の観点とも

している｡鳴本浦に降積する立石西蝕にも絵本浦の延

長として,湯治場,旅館の名前が数例みられる｡しか

し,百合畑触.海浦には温泉関係の家称語はみあたら

ない｡鳴本浦の ｢現在の職業名｣のその他の家称語か

らは.湯本浦がその周辺の触をも含む経済圏の中心地

であることがうかがわれる｡薬屋,菓子屋,味屋など

がそれである｡命名の観点(lX3X5)の家称語を持つ戸数

の割合は襲丁の通りである｡

rR 有 全 戸 数 ･lX3X5,の戸数 .家称轍 ｣ 南井関係 戸数 の

割合湯 浦 31 10(9)戸 10(9)例 32.3(29.0)% 33.3

(18.4)%湯 本 浦 56 19(7) 21(7)

33.9(12.5)立石 西 触 35 6(3) 6(3) 17.1

(8.6) ll.9(7.

5)盲 合 畑 蝕 32 2 3 6.3注 ( )内

は旅館名.飲食店名,マッサージ黄を除いた数｡湯

本浦 ･鴇浦には,立石西 ･百合畑蝕の2倍以上の商黄

関係の家称語がある (旅館名等を除いても)｡さらに

,湯本浦には,この他に商莫関係の家称語には反映しな

い商店(テーリューショは煙草 ･菓子類の商店,トクチ

ャンカタは,文教堂という文具店,マーケットノカキ

モトサンは化粧品 ･推黛店,またチッノサンカタも商

店である)があり,オモヤ (造り酒量)やカマポコヤ

のような製造関係の家もある｡以上のことを考えると,湯本浦 ･湯浦はその周辺の触

をも含む経済圏の中心地であることがわかる｡な

お.鴇本浦では,長年,自然に湯のわき出る温泉はひ

とつだけであった (現在の平山旅館)｡大正の初期,立

石西蝕に高峰温泉という湯治場ができたのかポーリングによる温泉のはじまりで,以後海老館.長山温 泉な

どの温泉旅館ができ,現在のように民宿も含め多くの

温泉旅館ができた｡現在の平山旅館は,ポーリングによってできた温泉 (新

港)に対して旧湯と呼ばれていた時期がある｡温

泉地になる前は,長谷川氏を中心として商黄の栄えた

地であり,鍛冶屋町の並びはすべて商家であったとい

う｡それらの商家は店を構えると共に ｢カルイアキネー

｣(行商)も紫んに行なっていたという｡海運黄も紫

んであった｡千石荘 (25家)は海運英の名残を旅館の屋

号に残している｡32家のジュンヨシマルは漁船名

であるが,先代は海運業であったという｡食後の2点は,一時代前の経済圏の方

が現在のそれより広かったことを推測させる｡(4)持舟の名前のうち漁船名は
,
漁師仲間においての

-8
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み用いられるものであるが.湯本浦 ･湯浦には.当然

のことながら,漁業関係者が多いことがわかる｡この

命名の観点の家称語は,立石西 ･百合畑蝕にはみられ

ない｡湯本漁港には,家称欝にあがっている他にも漁

-船は多くある｡その命名法は(1)漁神の名 (コンビラマ

ル.エビスマル,スミヨシマルなど)が主であるが.

(2僻主の名,(3)その他,大漁を願ったものなどに分か

1･一･一,-i;_,･れる｡持主の名には,兄弟の名をとったシンコーマル

(伸一と光),夫婦の名をとったシュントクマル (寮シ

手 打ン･未発徳)などもあり･後で述べる家称語の人名
i-I,I ._略称形と考えあわせて,興味深い命名法である｡
1 コ> =~

:J√,
草■∴悪 ここまででは,浦に横塩的特徴があり,蝕には消極

-･I.的<･ある家称語をみてきたが.次にその逆の事象につ

∵V･?芳みていくことにする｡立石西 ･百合畑蝕における
-I_:生産形態と関連のある家称酷は(9)畑,(10)Hである｡立
:A:'石西掛二は畑に関する家称語が3戸4例,剛こ関する

二奉称賢が4戸5例ある｡百合畑蝕には田に関する家称

滞 が･4戸4例ある｡あわせると11戸13例の田畑に関す

家称語がある｡各戸の耕作する田や畑は均一ではな

講,J,位置,大きさ,状態,用途などが異なっている｡

∴蒙れらの点に着目して臼畑に命名し,それを家称語と

骨品ものや田と家との位置関係に着目して命名するも

:歯t(タ1チ)がある｡田畑関係の家称浩は,他の蝕に

-匁よくみられる｡片山蝕のオカリバツケ,ウリバツケ,

ヨーバツケ,サキ:芦辺町中野郷本村蝕のヨコ

?ヾツケ,郷ノ浦町新田蝕のオンバツケ.タツバツケ,

ヰ マンタ,ウボンダなどがある｡田畑に関する家称陪

き蝕､(-農村)に共通の特徴といえよう｡

毎512･個人名 ･人名略称形による命名
生産形態に関する命名にみられる家称語の差異は,

語外の生活 ･自然条件に規定されておのずと命名の

濃め選択にも違いが生じているものである｡しかし,

払下に述べようとすることは,外的条件を基礎とはし

仏各が;同様の可能性を有しながら,命名の観点の

訳を異にするために生じた差異といえるのではない

るうか｡先にみた様に,複本浦には個人名を用いた

欝が11戸13例.湯浦には7例あるのに対して.立

酉'･:百合畑蝕には,それぞれ1例ずつしかない｡こ

蓋異は特異である｡理由は次のように考えられよう｡

kは原則として各家に門名があり,Fl名のない家は,

三日Fi分家であるとか最近他の土地から転入した家な
く14〉

である｡それに対して浦では,商黄関係の屋号や,

Q)ある家,例えば庄屋などには屋号があるが,そ

の家には屋号がない｡そこで,個人名を用いてそ

人'の属する家を指し示すという方法をとることに

(IS)
なる｡すなわち,鰍 こは家称缶に個人名を用いる政則

上のワクがないのに対して.浦には.原則上,個人名

を用いるワタが多く残されている｡

個人名を用いる家称語で,次の点はさらに興味深い｡

浦には苗字の前半と個人名の前半をとって,3-4柏
く16〉

に縮めた家称語が有する点が特異である｡同様の家称

語が渡長浦,八幡浦,芦辺浦などにも有すi7三先に.
漁船名の命名法について述べたところで.兄弟や夫婦

の名前を略し,合わせてひとつにして命名する方法が

あることを示したが,同じ方法が.家称欝の命名法で

も用いられているわけである｡苗字と個人名の略称形

は.初めは個人のあだな的人称語であったものが家称

語となったものである｡同様の略称形でも ｢サン｣を

つけると人称語となるが.つけなければ家称語である

という話者の説明にその過程が示されている (湯本浦

の14家,湯浦の11,20,21,24家に記述がある)｡また,

｢本人の目の前で rコイワサンJと言っても腹を立て

ない｡その人は rコイワJで名が通っているから｣,

という話者の鋭明も,この形式がもともとあだな的人

称語であったことを示している｡

5.3 地形 ･地名による命名

立石西蝕は,海岸から山地にわたり広がっている｡

従って家称語においても(4)暗礁,(15)崎,(12)山,(13)川

(泉)という,地形の広がりにそった命名がおこなわれ

ている｡百合畑蝕は山地に広がっている｡従って家称

語においても02)山.(16)地形 (これは,山の陰,高地.
谷など様々である)という,地形の様態に着EIした命

名がおこなわれている｡鴇本浦には地形に関する家称

語はみあたらない｡揚浦には ｢サカ｣という地形名を

用いた家称語が2例みられる｡蝕と浦とのこのような
く18〉

差異は,地形的環境の差異に由来する｡

次に,百合畑蝕には,地名を用いた家称語が11戸8

例ある｡さらに.苗字に地名を冠するものが10戸11例

あり,あわせると19例.戸数では21戸となり,現存32

戸の約66%が地名を家称語に用いている｡絵本浦には

｢シオコ-｣(潮川町)という地名による家称語が1例

だけあるが,これは話者の親戚であるため,土地名を

用いているのである｡親戚間では一般に地名を用いた

家称浩が用いられる｡

6. まとめ一家称語の命名法と地域社会の特徴一

塊本浦 ･揚浦では個人名,人名略称形,立石西触 ･

百合畑蝕では地名 ･地形が特徴的であるという家称酷

の命名の観点の差異をもう一度考えてみる｡｢はじめ

に｣のところで述べたように,湯本浦 ･揚浦では,港
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岸のわずかな平地に家が密集しているのに対して,立

石西蝕･盲合畑蝕では丘陵地帯に点々と散在している｡

湯本浦は3つの町 (鍛冶屋町 ･本町 ･潮川町)にわか

れていながら町名 (-地名)が用いられていないのは.

ひとつの町内に多くの家があり,また,接近している

ので距故間が感じられないためであろう｡一方,立石

西蝕 ･盲合畑蝕で地形 ･地名に着目した家称語が多い

理由は次のように考えられる｡これら,蝕では,家と

家との距牡があり,しかも山や谷,臼畑によって隔て

られている｡そのため,隣家のみえる場合が少ない｡

そこで地形 ･地名 (これももともと地形のうえから命

名されたものが多い)を基とした家の認識が働く｡ま

た,それだけでも十分鼓別ができる程変化に富んだ地
(19)

形や小地名があり,家々の認払 ･級別に個人名が入り

こむ余地がない｡

家称賢という言語の世界と,生産形態,地形 ･自然

環境,住居の配置などの生活環境という言語外の世界

とがどのような関連をもっているか,ということをあ

きらかにしようとして,漁黄 ･商業を主とする地域社

会と農兵を主とする地域社会,しかも,同じ町の中で

隣接する地域,を対象とし,家称語の命名法と生活環

境との関連を考えてきた｡家称語の命名の観点の選択

は,大部分が生活環境に規定,支えられていると考え

られる｡｢人間｣中心の生活,｢土地｣中心の生活,と

いう差異も生活環境によって説明されよう｡個人名を

用いるか否かという点は,個人の能力を認めるか否か

ということより.地形 ･地名や生産形態に関する観点

が選択されるか否かの結果生ずる,と考えると,この

点も地形 ･自然的環境,生産形態という生活環境の差

異による,ということになる｡人名略称形の創出には,

特異な命名法意識が働いているといえるが,それも,

生産形態をはじめとする生活環境の支えがあってはじ

めて働きうると考えると,家称賢の命名法の観点の選

択は地域社会の生活環境に強く規定されているという

ことになろう｡

注

く1〉郷ノ浦,渡長浦,湯本浦,勝本浦.瀬戸浦,

芦辺浦,印通寺浦の八浦｡

く2〉蝕は,在の行政区画上の下位単位｡

く3)山口 (1975),p.309

く4)山口 (1974).pp.106-111(平戸洋地割制

度の起源について)
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く5〉山口 (1974),pp.383-390(壱岐島村落の

散在性について)

く6〉家称語桑の乾田には次の3つの場合が考え

られる｡

①地域社会の家称語桑

②個人の家称活発

③個人の家称活発のうち,その個人の属する地

域社会の家称語桑

①の場合,家称語が家ごとに一定していて,

ある家については,地域社会の成異の誰もが同

じ家称語によって指し示すのであれば,調査は

比較的簡単に済む｡しかし.中には.成員が変

わると家称語が異なる場合もある｡これについ

ては,食終的には地域社会の成月全月に質問し

なければ安心できないが,実際問題として,ご

く小さな地域社会以外では実行が困杜である｡

(卦の場合,家称語桑の成分は,地政社会の内

部にとどまらない｡親族や知人などは,地域社

会の外にも広がっているからである｡

ある地域社会の家称語乗をあきらかにしよう

とする場合,③の乾田でも,ある程度は①を反

映していると考えられる｡①を求める実際的な

方法としては,そのように仮定し,③から出発

しなければならない｡

く7〉柴田 (1978),pp.226-227(沖縄宮古島の

人名語桑)

く8〉杉村 (1981)

く9〉杉村 (1981),(1983)では片山蝕のシメノ

モト〔注連の下〕を,絶対的命名法(3榊仏関係

に分類したが,｢シメ｣だけがそこに入り,全

体としては,相対的命名法の基準点明示型,外

在頬に rもと･きき関係Jという観点を設け,･

そこに入れなければならなかった｡

く10〉時披 く1941),pp.21-38(言語に対する主

体的立場と観察的立場)

く11〉｢オモヤ｣と｢ホンケ｣では,前者を家称酷

とする家が少ないことや.主に酒屋に限られて

いることなどから,｢オモヤ｣の方が古い言い

方であろう｡

く12〉杉村 (1981)の郷ノ浦町政良浦23家のフグ

バ,ミシェフタバ,45家の-マフタパも同様の

命名であることがこれでわかった｡

く13〉壱岐島には,芦辺町に ｢馬の瀬｣があり,

5万分の1地形図によると,海面下の岩のよう

だ｡石田町の r黒瀬,平瀬,タン瀬J,郷ノ浦町



の｢郷瀬
.
沖の平瀬
.
天瀬
,
大瀬
,
貝瀬
.
黒瀬｣,
また
,
勝本町の｢平瀬.
赤瀬｣などは.
地形図

で見ても
,
海面に露出する岩の名であることが

わかる
｡
しかし
,
郷ノ浦町の｢打釣瀬｣は,
岩

がみえない｡
｢一七｣は.
海面下の岩と海面に

露出する岩の両方を指すようだ
｡
｢ソネ｣は海

中に群がる岩で魚のすみか(-漁場)となる所で

あるが
,
｢畑の高みの方｣にも言う(山口(1930))

というから,
｢セ｣についても畑などの同様の

所を海になぞらえるということがあるのかもし

れない｡
なお
,
上野(1982)には｢一七｣.
｢～ソ

ネ｣の例が数多く報告されている｡
く14〉例外的に古い家の場合もあることは,
4
.
分

蘇(84貢)で指摘した通りである
｡
〈15〉個人名を用いるのは原初的方法であろう｡
子供が遊び仲間の個人名を用いて｢-チャイノ

ウチ｣などというのと同様の方法である｡
く16〉岡野信子氏によれば,
ヤマサン(山田三蔵)

式の｢人名屋号｣は新しく生じたもので,
商業

や漁業の地には点々と存する
｡
ということであ

る
｡
岡野(1982)
,p.
12

く17〉栃村(1981)参照
｡
なお
,
次の点を訂正し

たいC
イチオージロー(一郎二郎)は勝本浦で

はなく
,
勝本町東蝕である
｡
また
,
湯本浦とし

てあげたコシンサン,マ
ナカタサン,コ
イワのう

ち
,コ
シンサン,コ
イワは湯浦で
,コ
シンサン

は人称語だが
,コ
イワは家称語である
｡
く18〉郷ノ浦町渡良浦には
,
坂および海岸の地形

(地名)
,
うえ･した関係でとらえた家称語が多

く有する(彬村(1981))
｡
同じ浦でも
,
地形的

環境の差異がみられるし
,
また
,
着目点の相違

もみられる
｡
坂やうえ･した関係の家称語があ

るかないかは,
渡長浦･湯浦と鴇本浦との地形

･的環境の差異に基づく｡
この3つの浦のなかで

漁本浦だけが家々の配置に高低関係がない
｡
海

海の地形(地名)に関する家称欝があるかか､

かは
,
なかば
,
海岸の地形上の特徴,
家々と海

岸との関係という地形的環境に基づいている机
残りは
,
それらに着目するか否かに基づいてい

る
｡
〈19)柴田武氏は
,
5万分の1地形図などには記

載きれないような細かい地名,
を微細地名と名

づけておられる
｡
柴田(1978)
,pp.
260-261

(ある
.
狭い地域における個人語桑としての微細

地名)

参考文献

上野智子
,
1982
,
｢海岸地名の普遍性と個別性｣(国語

学会中国四国支部第27回大会研究発表資料)

岡野信子
.
1982｢屋号語粟研究ノート｣(r日本文学

研究J第18号

柴田武
.
1978r方言の世界J平凡社

杉村孝夫
,
1981｢壱岐の屋号･門名一勝本町片山蝕

と郷ノ浦町渡長浦の家称語桑の比較-｣(r福

岡教育大学国語国文学会誌J23)

,
1983｢壱岐の門名｣(r現代方言学の課題J
第1巷
,
明治沓院所収)

時枝斌記
.
1941r国語学原論J岩波昏店

山口麻太郎
,
1930r壱岐島方言集J刀江称院

,
1974r著作集J第3巻,
佼成出版社

,
1975r日本民俗誌大系J第2巻九州.
角川

昏店中のr壱岐島民俗誌J

〔付妃〕本稿は
,
昭和53-55年度文部省科学研究費特

定研究｢九州における近代化と土着性の相克一民衆

意織の変革を中心に-｣(代表者小西昇)の分担テー

マ｢北部九州における屋号･門名について｣の成果

の一部になる｡
また
,
第35回日本方言研究会におい

て口頭発表させていただいたものを補充･整備した

ものである
｡
発表の際にはいろいろ貴重な御意見を

いただき有難うございました｡
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図4 湯本浦 ･湯浦
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表 1 立石西触の諌称暦

香 苗字(名前) Pl 名 姑者の脱明 (fll名の由来など) r;空蓋に

行 くJ1 久田 政夫 フルヤザキ 4.鬼塚宮の親乱 く態度の先の.Cか.

〉 フルヤザキ2 鬼塚 典故 シタコタ 4.鬼塚寓の介常. くコ.Tは′ト田立1=は

瓶の意か.〉 シタコY3 松本 保 ウエコタ

シタコタの上に位置する. ウエコタ4 鬼塚 典好 ナクパツケ .ナン′<ツケ 鬼塚の

本官. く中畑の意か.〉 ナタバツケ ナンバ ツ ケ5 鬼塚 好典 りジュー .リリユー

4.鬼塚幕の分音.意味不明. リジ.i- りリ.1-67 鬼塚 普文 ウエマツ 〔桝松〕 4.鬼塚雇の分音. く爺風が南から来るとき息が強 く当る所なので防風のため松を拭え ウエヤツヨノキ白川 ミツ ヨノキ たところからの命名か

.〉意味不明. (榎)8 与Jll 勝 ヨノキ 意味不明. (枚)

ヨノキ9 鬼革 一行 ヒラバツケ 〔平畑) (タツパツケとの

対称給か.) ヒラバツケ10 高EZ) 一汲 タサキ 田の先の意か. く時の名前.〉 タサキll 畑庶 ナカエ 〔中家〕 ナカエは分常の意. く上 と下 p
(今はない)の今西官の中間にある家の意.〉

10.高田宮(蘇)に音をゆすって現11.:地に移った. ナカエ12 大久

保 カノヤツ 〔亀栓〕 カメマツ13 _TP.柵 政夫 ヤナギ 〔柳) 柳の木が目EfJ

となつていf=q)か. ヤナギ14 今西 三郎 ■ 苗字で

イマニシという. く今西中将という高名む人の塵取であった.〉 イマニシ15 nJll 光 -?ノ-t=(鵬の淋〕 (暗礁の名か) マノ

.七16 蚊山 博光 フナザ 〔航座)

く博光氏の叔父の二十郎氏が船大工をしていたところからこの名がある.退船所の意.暗畦の名. く噂の名前〉 フナザ17 塩谷 進一 マツサキ 【松崎〕

マツサキ18 雀山常太郎 ミネゴ-ノインキ∋ 〔時川の隠居〕 牧水のわきでる自然井戸の近 くの寄. ミネゴ-ノインキヨ

19 田切 ■ 苗字でタシマ という. タシマ2021 塩山 q:-峰Jl- ミネゴ-ノホンケ (時川の本宮) 18.度山東の本宮.2

1.峰石,22.昔日とあ ミネゴ-ノホンケくシタミネ 〔下時〕〉 わせて ミネサンケン (時

三軒)という. くシタミネ〉書. くナカミネ 〔中時〕〉 苗字で ミネイシという. ミネイシ くナカミネ

〉22 '-tll.'EZl 書. くウエ ミネ 〔上峰)〉 苗字でヨシダとい

う. ヨシタ' くウエ ミネ〉23242526 山下 +. <シ トンギグ 〔立田〕〉 首字でヤマシタという.旧家でPl名かあっ ヤマシタた

は-rl_/が今は使われていない

.(菜は神に くシトンギY〉ナカバツケE.lJll

安政腋川 瀬太入江 ナカバツケ 〔中畑)ウズナ, くシンナ 〔新地〕〉.1ノヤマ 〔鮎の山〕 供える餅.)個人名でヤツシャントコ (安さんの束)ともいう. ヤツシャントコウズ十は5.味不明.32.束の もとの持主の ウズナ分零. くシンナ〉娘の山の中腹にあり.良宿をしている.

ユノヤマ27 辻川 ツジdワオン七ン.〔辻Jtl温泉〕 昭和になってからでき

た鴇冶租. ツジガワオンセン2829 白川 タカミネオン七ン 〔高峰温泉-) く大正の初めにできた.ポー リングによる温泉の辞1号.タカミネは白川官のもとも タカミネオン七ン大久保 カジヤ 〔鮫ih屋〕 とのFLl名.〉鮫的足をしていた革 と伝聞する. カジヤ3031 ′ト均下榛 シワキズ (芝木津〕タケヤマ 〔竹山〕 バス停前の抽貸店

名.付近の地名からとった. くシワキズは,材木を典めて繊み出

した所.以前は海岸線が100メ- トル握入りこんでいた.埋めたてて現在のようになった.鴇本浦の人達はシワケズともいう.〉く今は少なくなったが.以前

は周囲を竹林に囲まれていた.〉もと.25.股山東の本家. シワキズタケヤマ32 今西 ウズナ, くホンケ 〔本音〕〉

ウズナ くホンケ〉3334 耗EE長谷川 ダイキユ-Y.くライキ.i-タ(来久田〕〉カイロ-カン 〔海老倍〕 ぐ文字は来久田であるが.意味不明.30石 タイキュータ取 りの武家であった寮.> くライキューブ〉温泉旅館の鹿骨.60年程前 5人

の物持ちが共同でつ くった. カイロ-カン35 (絶手田) くマ トンバ 〔的場〕〉 く伊恵島地の弓の練習場があったところ.〉 くマ トンバ



.L 襲 2 首 合 畑観 の 家 称 雷

･lLT■A~i!:=-=iIIヱ､.II.fIll′I/.i::tl′.l=⊥､...→】̂■■.tf■..II_i.∫柄:■=.I?I::I=-I:)･≡!i:.ll..:⊥■ーi.IlJ■こ1丁.輿j′■■｣≡沼琵3rI". 早 苗字(名前) 門 名 胎者の脱明 く門名の由来など) ｢一の宮に行く｣■■■

ヨー ■一l 竹碇 タカタ 〔高EZl〕 高いtZIの意.叔近転入した官.

タケ-ラ タカタ川:23二年 介本 サ ト 〔里) 上納米の倉があったとこ

ろなので倉本とい タラモ トう音字がついた.姑者以外の官ではサ ト

ン サ t.サ トンタラモ ト(+)hLIJ *=火山日 栄 サ ト 〔患)サ ト 〔里〕 タラモ トと甘つ.4.山口家か

らはウシロヤジ 〔後足倣)と呼 ウシロヤジばれる.その他の宮では,2.1.森山零 と

区別 サ トンモ リヤマ(+)マエ

ヤマンブナしてサ トンモリヤマ と甘う.ショーヤヤシキ 【庄屋塵取)のある

ところをサ トとすう.3.森山寓 と4.山口音の閥にT盲戸 山口 英 イワナンか (-t'シキ)〔岩永(民放)〕 あった.話者は

マ工と呼ぶ.岩永姓の尾坂であったのか.LIJE)宮は新 しく転入した零.4.山口束ではムカエ

と甘つ イワナンガ(+).ムカエ(+)捕 ■ ている.Pl名はない.武宮だったので.以
前はウラ ウラサマサマ 【浦械)と官つていた.

ウラサ ン(+)/7 堺 ノヽ ノレ 鵜蒲のはずれ

にある束の意. ノヽ ′レ8 (山川) ナンqオ 意味不明.

今宮はない. +>qt∴? (松田) カンナ 〔陰) 白除

になる所にある音の意か. カンナ';:10 米卦 タ-/ナ 〔EE淵〕 田

の淵にある官の意. タフ'チ1-1-辻本 タキヤマ 〔舟山) ′ト字

の名.近 くの山の名でもある. タケマ(+):12 麻 トリノス (

ヤシキ)〔馬典 (恩赦)) I枚綾転入した音. トリノス･iJi 井手 石盤 ホりタ 一(堀EZlか)16.井手官の本宮. ホりタ

i.ll.4′1-ノ､:1-1.5.瓜塊 ト

リノス (ヤシキ)〔鳥娘 (恩赦)〕 い)ノえという門名を音字にし

ている.忠 トリス(+)斜面にある寓.苗字の トリスで呼んだ リ. タキヤ-?(+)血色 トリンプエ 親戚なので地名のタキヤ了で呼んだ りする.川の神の通る山と山の

間を トリンプ工 といラ.その近 くにある膏.門名をそのまま首 トリンプエソ->r

':I.6.:井手 松息 ソ-ンデ 字にしている.早田の意か.13.井手家の分束.17 (上EB)

コヤシキ 〔小足倣〕 以前音があり.コヤシキと呼んでい た. コヤシキ:1台ii1･l 山口 常- スンギノモ ト 彬の木があるわけではないので意味不明.(杉の本か)

スンギノモ ト石■.1.

9,I2.OJチ.J豆1 入江EB口森山 正鼎中尾 ■*コパンツジ (木場の辻〕ミズングチ 〔水口〕 敢

近転入し1=音.土地名ヒロミチ (広並〕 イりエを伐って呼ぶ.

ヒロミチ川他の地から転入Ll=人.コパンツジは.丘

コパンツジノタングチ隈の放牧地の政 も高い所. タング■ナ(+)3.森山音の分音.姑昔以外の

官では. 3専■ヽ-ヽ コ′ヾンツジtjl と区別 して yジ/モリヤマ と甘?. ツン/モ リヤマト)

童貞 ミズングチは,地下水のわき出る所 の意の地名.

新 しく転入LT=音.j投的崖なので.カジ十.ミズンブナTワ55ltr1-L鉱与ま 大

自転 永 ■* コ′ヾンツジノオーシロオーシロ(+)カジヤM..2_隻ふ L 甲 永 * カリヤサノと呼ぶ.
カジヤサン31,松永家で出している店.魚.姓代を売る. マツナンかサカナヤマツナンか ミシエ(+)

dノイシ?_6.1リー27 品 川 dメイシ 〔色石〕 品川家の前の四つ辻に屯の形をした石がありかメイシと甘う.この石は交通のEI横軸松永 地 ナノ-キ 〔生地〕 である.付近の地名もオメイシと百う.ナノ-キは付近の地名. ススムサンカタ

(+)し辛8 く中旬〉 ツツ ミかシラ (租兎〕 隣の布気綾の人である. ツツ

ミかシラ29iI‡ 生地JI ナノ-キ 〔生地〕 付近の地名であるナノ-キを門名とし.iた.そのまま苗字 ともした ナノ

-キヽ如 :大久保 ■ 新 しく転入した零. ナノ-キノオー タポ･3!埠永 倍丑 ナノ-キ 〔生地) 37.松

永束の本音. オー クポ(+)ツジ(-)3≠ 車豆本 チャヤンモ ト 〔茶屋の
本〕 チャヤンモ T.は付近の地名.将 ノ油か ら勝本浦への道中.

殿様が.滑水で沸か した茶 チャヤンモ トI
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杯事

蜂石

長山入江
長喝

*

ユノカ 〔鴇の香〕

*

++*
*

苗字でカキモ トサン.または同姓 と区別す
るため,マーケットノカキモ トサンと呼ぶ.
化粧品 ･雑貨店.

飲食店の屋号.マーケットノユノカショタ
ド- (マーケットの鵜の昏食堂)ともいう.
カマポコヤ (蒲鉾崖).かまぼこ製過黄.

トタチャンカタ (徳ちゃんの家). 文教堂
という名の文具店.

持舟の名.漁船. く古 くは-シノモ ト 〔鴇
の下〕.先代が帆掛けの貨物船 で浄運黄を
していた.〉
ツカモ トサン (塚本さん)と苗字で呼ぶ.
借家.福岡の人.

トヨナかアンマ 〔豊永撞摩).マッサー ジ
秦.

苗字でウラガワという.借家.耕 ノ浦町の
人.

バーマヤ (パーマ屋).典等院.

く祖父の名を町田千三郎というか.商売を
していた.その子の書三郎の時すでにマッ
チェンといっていた.〉

苗字でシノザキという.菅は呉服商をてぴ
ろくしていた.

家の前がバス停になっている.たばこ ･食
品店であるがタバコヤなどとは甘わない.

-ラYアンマ (原田按摩).マッサージ革.

-ラタ丁シャ (麻菓子屋).

飲食店の屋号.

ノマ トコヤ (野間床屋).理繋店.

先代が仕立て足をしていた.漁師仲間から
はコトブキマルントコ (寿九の専 ),ゴジ
ューゴーントコ (50号の禽)と呼ばれる.

オシェキサン (おせきさん)と個人名でい
う.

苗字でタシマ という.

音字でナガシマ という.

朝川町にある親戚なのでシオコーという.
他の東では音字でマチタといっている.

音字でヤマかワサンという.

薬屋 なのでヤクテン (苑店).カ'7パシャ
クチン (川槍薬店)という.

持船の名でフタショーマル (福勝九)とい
う.漁船名.

カキモ トサン
マーケットノカキモ トサン

ユノカ マーケットノユノ
カショタド-

カマポコヤ

トタチャンカタ

ジュンヨシマ/レ
く-シノモ ト〉

ツカモ トサン

トヲナかアンマ

ウラカ'ワ

′ヾ一･マヤ

マナシェン
マ ッチェン

シノザキ

テー リューショ

ハラダアンマ

-ラタ丁シャ

トクリキ

ノマ トコヤ

シタチャ
コト7'キマルントコ
コ'ジューゴーントコ

オシュキサン

タシマ

ナdシマ

シオコー
マチタ

ヤマかワサン

ヤクテン
カワ′くシャクチン

フグショーマノレ

II+I.･TJ::I.:.'=:...ラ....-i.鮮 妄阜■::l一■■:■‡■｢･■...､′..i:.7-､.:I:.iii:.$llALi:-:.二.=I.==■=itt=.:;㌔.../-1..こ....ll.=.=:ti./;:■.て漣ijミI喜=:::.■:.･兼語幹.■二7;l1:堤1:<草tl井.1.･:..I::.>V.ll.:.1<=.:..:.ン･===槻‡:≠lF.:.-f=■:= 52｣53_.由一宰訂6_恵岐 三珠.糸瀬 +* ミユキサン (三珠さん)と個人名でいう.対島から果た人.苗字でイトシエという.借家. ミユキサン

イ トシユ高浜品川大久保 * 持船の名でカツマル (砂九)という.漁船

名. カツマルシンアン (新田〕 田を埋めた地にある家. (シンアン

は干拓也) シンアンギンザ 〔R座

〕 飲食店の屋号. ギンザ守.- く '内は長谷進一氏よりの資料, ( 】内は森山恭次氏よ｡の資札 ( )内は妊者の推定.;

痩 4-湯浦の家称昏一■一一■ー首字(名前) 屋 号 胎者の

脱明 (屋号の由来など) r-の幕に行 く｣一..1 下犠 + 2.長谷川蒙

の畦居が倍 r)て住んでいる. ハセガ■ワノインキヨ2亘r.八十て年 . 長谷川 + 家の駒がバス停になっている. ′､七gワ一日早ドTナIL滞 去 +ヤ ∋イシヨタド- 〔弥生食丑〕 酒屋であるが.苗
字で呼ぶ.在の人はノラサカヤ 〔目点酒屋)と甘う. ノラサカヤノラ東芝拭■如Ii.::≒■=■

.二王誰 飲食店.布気他の人が店を出している. ヤヨイシヨタド-湖 .品川 シナガワサカナヤ 〔晶川魚足〕 魚鼠 シナかワサカナヤ

t



田福

疎

吊

舶
朋
m
M朋
配
肘

-
-1
}

替

H

Ill-.
■rTr_

l1,rTLtITjll

3

4

5

6

7

2

2

2

2

ウ○

.

.
,i
･諾
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田

口

島

破

瓜

山

小侶-

本城久一

本城血判

EE口

本城的一

泊i田定

石梯

長岡

正路

高 田安一

味仙-

瓜

進一古小

自校高 スヤ

〔酢塵〕ヒヨシマル 〔日管九
〕 く古〉-イキューショ 〔配給所〕 く新〉

*

+マナ7

'〔学)コシン 〔小

侶〕ホンキュー

(本久〕カゴヤ

〔絶昆〕タグチ ミシェ 〔EEロ店〕

+

*

●*トー7ヤ 〔
豆腐屋)タカヤス 〔

高安〕-ラシェン 〔

原仙)7 ミヤ 【

網息〕サキニシ

〔先西〕コイワ 〔小岩)

+カジヤ 〔

鍛冶屋)サカノインキョ 〔坂の隠居

)■サカノホンケ 【坂の本音〕

♯

■

かつて酢の製造･販売をして いf=
.
日曹丸は運搬船の名
.
今は米の配給所にな

っている.

同姓は他にないので苗字で呼ぶ
.
地名と苗字の組み合わせ で呼ぶ
.

理架店の屋号
.
コシンは足号だが,コ
シンサンと甘えば人
称陣
.
小島一族の中ではホンケ〔本寮)と
呼ばれている
.
民宿をしている
.
｢苗字+個人名Jの略称形.
かつて竹絶作りをしてい1=.
日用雑貨店
.
主婦の名を呼ぶ
.
漁師仲間では
.
漁船名(玄洋九) を用いて
呼ぶ
.
苗字で呼ぶ
.
あまりつきあいがない
.
苗字で呼ぶ
.
唯後転大した家
.
苗字で呼ぶ
.
主席製過薬
.
｢苗字+個人名｣の略称形.
タカヤスサン
と甘えば人称持
.
r苗字+個人名｣の略称形.-
ラシェンサ

ンと甘えば人称括
.
かつて網元であったのでアミヤという.
持
船(漁船)の名は
.
S比額九
.
細浦の西のはずれにある音の意
.
小島イワエという人の名をとった呼tF名.
コイワサンと甘えば 人称梓

.
18#
.
1年摸すろ布気他の人が鍛冶屋を出している
.
拍浦での呼び方
.
娘本浦ではタカタサカユ
サン と甘う
.

倍音
.
油滴での呼tF方
.
坂の上にある
.
姶事油で
はタカタサンとすう
.
戟綾できた音
.
1枚後で きた寮.

スヤヒヨ
シマノレハイキューショ

ハラサン

イソデキオ ト
シノ-ラキオ トシノ-ラサン

マナ7'

コシ

ンホンキュー

カゴヤヤ

スコサンケ'ンヨ
-マ ノレホンジ

ョーサンタ

カタサンイ

シ′くシナコケオカ

トーフヤ

タカ

ヤス-

ラシェンシェンチャンカタ

ア ミヤエビス.マノレ

サキニシ

コ

イワシラカワサン

カジヤサカノ
インキョタカタサ

カエサンタ

グチサンサカ
ノホンケタ

カタサンクリ

モ トサンニシ

サンカタ表6 家称欝の命名法

束 称 昏命 名 法 命 名 の観 点 立 石 西 触 l 百 合 畑

幾 I 油 木 浦 l 湯 浦絶料的令名法 tll命名吟のJa書名 オiJヤ¢9 シタチャtl○

スヤ(6).カニ′ヤ0カ(2)血名吟の投】Rも (と且二王ヤ

シキ) シ才一.t'09 丁ミヤ砂(3)現在の屯文名 カリヤ (サン)eO シZ7-シマトコヤ仰,ノ｢rトコヤtl札 パ-1ヤ00.Iヨナd丁ンマ伽.-ラYTン-?的.カワJ<シャクチン-ヤクテン64.h.?ポコヤ0

}.-チタTシャOt) I-7ヤ0丸 々リヤ(拍(41持舟の名前 カモノーくカモ ノlTル〉ー2I,くカモノ?ル〉(47.リ.Lンヨシ?Id .コト1キマルントコ-=′ジ1-∫-ントコ(1○.フタシp-†ル即.カツマル糾

ヒヲシマJH7).ケンヨー-1ル09.エビスサル(めt5)iB5研く比丘)名 ツilqワオン七ン¢77.タカ ?ツナンかサカナヤーマ
ツ ヒク.t'†りqカンロ乱 ナカ' ノラサカヤ(31.ヤヲイシ9ミネオン.t=ンt碑.カイロ- ナンd

ミシ169 千-1オンシュン09.7ズマ ヶtr-(4).シナqワサカナカンBd.シワキズC
X-.くタ Jr糾.シ1ンゴタソー09. ヤlS).J､イキA-シpt7I.ケオサンノミシi〉加

ナ〝サキヤ0○,マンナタソー0g.タテ
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tsl碕店 く扶Ji)名 -ナットノ? ツナ†ンシpタド一切.こしノカ-マーケットノユ ノカシ訂タド-89.トクリキCl乱 ギンサ6

0(6)也近称 7ナサ00. くマ トン.<>09 (7ンTJ<)(7). {二と/モ い せ.チ- リエ

ーシ℡09(7I且魚 ウシt7土と(37.い一ノA(土と主)(12.1一),イワナンd t王と土H57. (コ.t'シ辛)07).

(シ9-十王とま)(81租 三サキー くシタ三サキ〉帆 ;サキ皇ザキ(9).{キ

1-.1〉:0九 三 ノマエCldー91や ナ クバツケ-ナンJ<ツケt4).

ヒラバツケf9).ナカバツケ¢d04EE) シタ三三(2一.ウエlZt37.くシトンギY〉四.YイキA-T-ライキ1-TBD タカタ【l),

ホりタ0乱ソーンTOQ.ヱ7ナ㈹ シンテン65I相木 ウエ-1ツ(6). ヲ/キ (7.8).カノ

ウ.州礼ヤナギ03).タケヤマOt) えンギノモトOgOZIuJ こし/††CB タキヤ1-タケ†OL).タキ･t'?tlO

03)Jft(良) ii 三=/

インキzIOO.i五三二ノ.ホンナC400

時債 マ /.t=小909噂 7ルヤサキ(1).タサキCEl,†ツサキ87)8¢地形 カ
ンγ(9).い一ノ久

(12.14)い一ンゴエ09,ツツミン〝シラ¢8.ツジ00 王_互ノインキJqn.±旦ノホンケe9的地名 .1ノヤ†¢E?. シウキズBO サト(2.3.一).t=ロミナ09.コJ<ンツ

ジ恥.ミズング+申.q′イシ¢○.ナI-辛(27.29.31),チ.I.千ンモト

BZ),ササズカ07) シオコ-(I○Qや帝政的人物 エ トー ノオバーサン トコ(川オンジ†マ+ノバ-サントコtlかn柑 人名hJ音

字+句 人名の省Ia形 タカナ1-州.?+シュン-.?ツナエン¢乃 コシンOLL ホンキ1-0乱タカヤえー袖.-ラシュン即.コイワ¢○bI匂人名 ヤツシ ャントコ¢○ ススムサンカタ桝 カズオd トコ(5).ヨシマサメrt.コt67. くタY トモン トコ>(2). くウイツナ†ントコ-ウイチオンチ†ンt.3

〉OZ).チッ/サンカタ(珍.Iッチ.rンカタ(吋. トタ+千ンカタOn,オシユキサン伽9.ミ.1キサン古か シュン+ヤンカタCZL).ヤえっサンOd(神官字(a)地名+苗字 サ トンタラモ H2).サ トンモlJヤ?(3).コパンツリンタングチC4.ツジンモリヤ?¢u.コパンツジノオーシロー拘.ナJ-キ
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鶴謂…享岩潤刺潤儲ミ1号増;i範:i書籍舵_it皇llii黄白Iもifl一葉L1l卓喜子●i重苦[.:三日頼!!ーT!It臼1II∫1iiTilrlI1IllIIt.Il【ALi■ii一Ifl≠～きiliiIf一∫Iド!II 絶 イワニシ00. タシャC相.i タケ-ラll).タラモ目礼 カキモ H3). ウラ〃■ワ09. -.t=qワ(2). Jラ(3). イソ I--.1 ■才lT ..-...～_■::1- !ti
I .:_T三 l. ■ネイシCZl). ヨシTeZ).ヤ｢′ イワナンd-ヤ†ンブナ(51 シノサ キ08. タンマtt0.ナ Yt

8). イシJ{シ07).ナqオ料 シタ脚 ウテサマーウラサン(引.I qシ-?仰..?ナYC

l臥 イ ト か細.- ラサ ン(7). ホンジ笠 .- IJスOd.イリエ0乱タング シL6礼 キヤサ ン(1).サ カ zI-サ ン09.タカタサ ン00.シラカウサ ン(杓. タlJモ トナ伽.オー

シt)¢3).オータ グナサン00. (7-ケ.yト名法 ポ00.マツン709 ノ)カキモ トサ ン(坤. ツカモトサン¢乱 ヤマdワサ ンは サ ンC沖.ユ シサ ン

カタOl),b 名 の IL点 点qL.Q.相料的命名汰 塞中点;普iE型 (ll事尊.分官何体 85分官 シン

ナC9.ホンケ(め くシンタク〉eg.オモヤ(サンIet).<ゴホンケ〉C9l.∴LJ1Y.J撹･首謀=Ii..5=.iご昔 12はえ.うしろFq依 自尊 ウシt7

ヤi713).†エ(4)t3にちら.tIかえEq蝿 FI電

ムカ.ltS)州方位 ≡■ (オ)ヒdシ任や(■

本尊) サ キニンC3H *付の中心 )/A'-I- (5)なか.はすtL関休 暮 -JH7)(X小手の中心)･:チ".-:/.hJlall.-..1■1■■,:■lIjl̀Ll.I:;:i.チ.二･㌢:iT.h=■JI･舘 丁/;十･■√T"J/i:Jil-ユー.ニ:■.･.滑,:-+!/lJ]..=rTll:I=I和親llJLp1.㌻ドL枠∴I.:..~1~l1/ll1.J■鉦廿でI.J:.!l:..!rJII=;,pil,JriF..LlIl王∴一i.,こi､一一'十ZL:lpJ

IIi+丁.lilーr,｣E._: 基

準点明蘇型 外衣頑 川まえ.うしろFHl鎌 舶 .i/?loo(2Iてまえ

.ささFq休 軸 ユザキ(8)(3日Jと.ささ胴体 ;～ タ 1 ナ Cla (X EB).スンギノ モ 日 は (※ホ) く-シノモト>くめく)<壌)令割規 (I)'tt .任桝胴体 ■

三ネ ゴ - ノ イ ン キ pOg. iネ ゴ - ノ ホ ン ケ (X ミネ ゴ- ) オモヤンインキzI如く■オモヤ) -七qウノインキzI川.()r-七qワ).サカノインキ才軌 サ

カノホンケC9(汁サオ)(2)うえ.Ll=和佐 + シ タ コ ′(2). ウ エ コ Yt3)(

x コ T ) くシ タ ミネ〉C4.くウ .L ミ ネ 〉 CD(I三本) くシタユサキ

〉(8I(Iユザキ)(3)なか.はすrL闘t&

事 ナ カ エ(川 (■上下の鷺)くナ カ ミネ)¢L)(Iミネ)(47て

まえ.ささ関係 ★ サキユサキ09(xユサキ)日 東称特の後

の ( )内の数字は喪1-4の京に付 しT=番号である.2)音糠給の-音別こ下線を引い

たものは.その節分が闘将の命名法 .命名の収点である.3)A.恥点ワクの蕪印は,家
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